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＜　駿東伊豆消防組合管理者提出議案　＞

報第4号

 

議第７号

議第８号
本案は、消費税及び地方消費税の税率の引き上げに伴い、地方公共団体の手数料の
標準に関する政令に定められる、手数料の額の標準を引き上げる改定に準じて、当
該条例の一部を改正するものです。

可決駿東伊豆消防組合手数料条
例の一部改正について

議第９号
本補正予算案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億2,348万2,000円を
追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ63億2,173万8,000円とするも
のです。

可決令和元年度駿東伊豆消防組
合会計補正予算（第１回）
について

認第２号
本案は、地方自治法第233条第３項の規定により、平成30年度駿東伊豆消防組合
会計歳入歳出決算について、監査委員の意見をつけて議会の認定に付するもので
す。

認定平成30年度駿東伊豆消防組
合会計歳入歳出決算の認定
について

本案は、成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律
の整備に関する法律により、成年被後見人等を理由に不当に差別されないよう、成
年被後見人等に係る欠格条項、その他の権利の制限に係る措置の適正化等を図るた
め、地方公務員法の一部が改正され、これに伴い、当該条例の一部を改正するもの
です。

可決

駿東伊豆消防組合職員の給
与に関する条例及び駿東伊
豆消防組合職員等の旅費に
関する条例の一部改正につ
いて

議案名 内　容 議決結果

第　２　　諸般の報告

本案は、地方自治法第180条第１項の規定による議会の指定に基づき、交通事故に
係る損害賠償の額について、専決処分したので、報告するものです。

報告専決処分の報告について
（交通事故損害賠償額の決
定）

第 10　　議会運営委員会の閉会中の継続調査

第　３　　会期の決定

第　４　　報第　４号　専決処分の報告について（交通事故損害賠償額の決定）

第　５　　認第　２号　平成30年度駿東伊豆消防組合会計歳入歳出決算の認定について

第　６　　議第　７号　駿東伊豆消防組合職員の給与に関する条例及び駿東伊豆消防組合職員等の旅費
　　　　　　　　　　に関する条例の一部改正について

第　７　　議第　８号　駿東伊豆消防組合手数料条例の一部改正について

第　８　　議第　９号　令和元年度駿東伊豆消防組合会計補正予算（第１回）について

第　９　   消防行政に対する一般質問　　

＜ 　議 案 一 覧 　＞

 

　令和元年第２回駿東伊豆消防組合議会定例会議事日程

　令和元年８月19日（月曜日）午後２時09分　開会

第　１　　会議録署名議員の指名

駿東伊豆消防組合議会 定例会が開催されました。

駿東伊豆消防組合 議会だより ｐ２



馬籠正明 議員

職
員
管
理
費
、
健
康
診
断

の
実
施
結
果
に
お
け
る
、
要

検
査
等
の
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

健
康
診
断
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
は
、
「
異

常
な
し
」
か
ら
「
要
再
検
査
」
ま
で
７
段
階
で

示
さ
れ
ま
す
。
平
成
３
０
年
度
の
実
施
状
況

で
は
、
受
信
者
６
０
８
人
中
、
要
検
査
等
に
該

当
す
る
職
員
は
１
６
４
人
で
、
全
体
の
２
６

．
９
％
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
実
施
者
５
３
０
人
中
、
高
ス
ト
レ
ス

と
診
断
さ
れ
た
職
員
は
５
５
人
で
、
全
体
の

１
０
．
３
％
で
あ
り
ま
し
た
。

工
事
請
負
費
は
、
高
い
落
札
率
で
あ
る
が

ど
の
よ
う
に
入
札
を
行
っ
た
の
か
。

総
務
課
長

本
入
札
は
、
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
行
っ

た
も
の
で
、
本
組
合
の
建
設
工
事
競
争
入
札

参
加
資
格
の
あ
る
９
者
を
指
名
し
、
８
者
が

応
札
し
て
お
り
ま
す
。
予
定
価
格
に
対
す
る

落
札
率
は
、
９
９
．
４
％
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
整
備
事
業

は
、
単
年
度
事
業
か
複
数
年

事
業
か
。

通
信
指
令
課
長

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
単
年
度
事
業
と
し

て
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
整
備
事
業
の
詳
細
に
つ
い

て

通
信
指
令
課
長

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
は
、
本
消
防
組
合

発
足
時
か
ら
運
用
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
総
務
省
消
防
庁
の
シ
ス
テ
ム
の

仕
様
変
更
に
よ
り
、
旧
型
受
信
機
で
は
対
応

が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
構
成
市
町
と

同
様
に
、
新
型
受
信
機
に
更
新
し
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

総
務
省
消
防
庁
の
シ
ス
テ
ム
仕
様
変
更

と
は
何
か
。

通
信
指
令
課
長

今
回
の
総
務
省
消
防
庁
の
シ
ス
テ
ム
の

仕
様
変
更
は
、
情
報
処
理
時
間
の
大
幅
な
短

縮
や
伝
達
情
報
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
機
器

の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

及
び
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア

の

シ
ス
テ
ム
を
改
修
し
た
も
の
で
す
。

情
報
処
理
時
間
の
大
幅
な
短
縮
と
は
、
情

報
受
受
信
か
ら
自
動
起
動
ま
で
の
処
理

時
間
が
、
従
来
１
５
秒
か
ら
３
０
秒
程
度

要
し
ま
し
た
が
、
２
秒
以
内
へ
大
幅
に
短

縮
さ
せ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
伝
達
情
報
の
充
実
と
は
、
気
象

特
別
警
報
の
情
報
を
従
来
の
「
大
雨
」
及

び
「
そ
の
他
」
の
２
区
分
か
ら
、
「
大
雨
」
、

「
暴
風
」
、
「
高
潮
」
、
「
波
浪
」
、
「
大
雪
」
及
び

「
暴
風
雨
」
の
６
区
分
に
細
分
化
す
る
も

の
で
す
。
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山田直志 議員



人
口
に
よ
り
配
置
台
数
を
決
定
し
て
お
り
ま

す
が
、
第
３
方
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
準
配

置
台
数
を
満
た
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
行
の
配
置
台
数
が
適

正
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

消
防
体
制
や
活
動
方
法
に
差
異
の
あ
っ
た

５
消
防
本
部
が
統
一
し
た
活
動
を
行
う
た
め
、

こ
の
３
年
間
で
ど
の
よ
う
な
政
策
を
実
施
し

た
の
か
。

警
防
救
急
課
長

議
員
御
指
摘
の
と
お
り
、
出
動
す
る
消
防
車

両
及
び
人
員
数
が
異
な
る
た
め
、
部
隊
運
用
に

差
異
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
各
方
面
に
指
揮
隊
を
配
置
し
、

部
隊
運
用
の
統
一
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
安
全
確
実
で
迅
速
な
活
動
技
術
の
習

得
を
目
的
と
し
た
警
防
技
術
指
導
会
を
平
成

２
９
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
消
火
隊
、
指

揮
隊
及
び
救
助
隊
各
隊
の
実
践
的
な
活
動
能

力
の
向
上
と
技
術
力
の
平
準
化
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
体
制
の
強
化
と
い
た
し
ま
し
て
、

平
成
３
０
年
５
月
、
沼
津
北
消
防
署
に
救
助
技

術
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
編
成
す
る
、
震
災
を
を

は
じ
め
と
し
た
大
規
模
災
害
に
対
応
で
き
る

高
度
救
助
隊
を
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

予
想
さ
れ
る
大
規
模
災
害
で
、
よ
り
よ
い
消

防
活
動
を
行
う
た
め
に
は
災
害
活
動
人
員
を

増
員
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
思

う
が
、
ど
の
様
な
認
識
を
も
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長

議
員
御
指
摘
の
と
お
り
、
消
防
活
動
は
マ
ン

パ
ワ
ー
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
人

員
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
消
防
行
政
に
と
っ
て

非
常
に
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
消
防
力
の
整
備
指
針
に
お
け
る
本
組

合
の
消
防
職
員
の
充
足
率
は
、
ま
だ
ま
だ
低
い

こ
と
か
ら
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

本
組
合
総
合
計
画
第
１
章
第
１
節
の
「
消
防
体

制
の
強
化
」
に
お
い
て
、
現
場
活
動
人
員
の
増

強
を
掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

広
域
化
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
消
防
サ
ー
ビ
ス
及
び
財
政
的
な
メ
リ
ッ
ト

が
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
。
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救
急
車
の
出
動
に
つ
い
て

西
塚
孝
男
議
員

４人の組合議員が、消防行政の方針や考え方などについて問う「一般質問」を

行いました。その質問と答弁の一部を要約して掲載します。

広
域
化
に
よ
る
消
防
力

の
向
上
に
つ
い
て

杉
村

清
議
員

第
３
方
面
に
お
け
る
救
急
車
の
配
置
状
況

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

警
防
救
急
課
長

第
３
方
面
に
は
、
伊
東
市
、
東
伊
豆
町
で
、
計

５
台
の
救
急
車
を
配
置
し
て
お
り
ま
す
。

内
訳
と
い
た
し
ま
し
て
、
伊
東
市
は
、
宇
佐

美
出
張
所
、
伊
東
消
防
署
、
吉
田
出
張
所
、
八
幡

野
分
署
に
、
東
伊
豆
町
は
、
東
伊
豆
消
防
署
に

配
置
し
て
お
り
ま
す
。

救
急
車
の
平
均
現
場
到
着
時
間
は
、
何
分
か
。

警
防
救
急
課
長

過
去
３
年
間
の
本
消
防
本
部
全
体
の
救
急

車
の
平
均
現
場
到
着
時
間
は
９
．
１
７
分
に

対
し
、
東
伊
豆
町
は
１
０
．
５
５
分
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

第
３
方
面
に
、
救
急
車
を
増
隊
配
置
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

警
防
救
急
課
長

救
急
車
の
配
置
台
数
は
、
総
務
省
消
防
庁
が

定
め
る
消
防
力
の
整
備
指
針
に
基
づ
き
管
内



総
務
課
長

消
防
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
広
域
化
に

よ
り
、
組
織
が
拡
大
し
た
こ
と
か
ら
、
出
動
体

制
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
当
然
で
す
が
、
従

来
、
困
難
で
あ
っ
た
予
防
部
門
や
救
急
・
救

助
部
門
の
担
当
職
員
を
専
任
化
す
る
こ
と
で
、

質
の
高
い
消
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

次
に
、
財
政
的
な
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

財
政
規
模
が
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、
旧
消

防

本

部

時

代

で

は

整

備

・

更

新

が

困

難

で

あ
っ
た
、
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
等
の
特
殊

車
両
や
各
種
消
防
資
機
材
の
計
画
的
な
整
備

が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ハ
ー
ド
面
に

お
い
て
も
消
防
力
が
強
化
さ
れ
た
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

災
害
等
へ
の
広
域
対
応
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。

警
防
救
急
課
長

建
物
火
災
の
出
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広

域
化
に
よ
り
、
各
方
面
と
も
増
強
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
火
災
規
模
が
拡
大
し
た
場
合
は
、
全

方
面
か
ら
消
防
隊
を
投
入
で
き
る
体
制
を
整

え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
各
種
災
害
に
お
け
る
出
動
隊
の
隊

編
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
経
路
探
査
ル
ー
ト

順
編
成
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
り
、
災
害
地
点
ま
で

の
最
短
時
間
を
計
算
し
て
、
署
所
や
方
面
の

垣
根
を
越
え
た
到
着
順
の
隊
編
成
と
す
る
こ

と
で
、
よ
り
迅
速
な
消
防
活
動
が
実
現
で
き

て
お
り
ま
す
。

駿
東
伊
豆
消
防
組
合
の
管
理
者
及
び
副
管

理
者
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
駿
東
伊
豆
消
防

組
合
規
約
に
よ
り
、
関
係
市
町
の
長
の
互
選

に
よ
り
選
任
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、

構
成
市
町
の
長
で
輪
番
で
回
し
た
方
が
、
地

域
住
民
の
た
め
に
よ
り
よ
い
消
防
行
政
が
で

き
る
と
考
え
る
が
、
当
局
の
考
え
方
を
伺
う
。

消
防
部
長

本
消
防
組
合
規
約
第
１
０
条
第
１
項
に
お

い
て
、
管
理
者
１
人
、
副
管
理
者
２
人
を
置
く

こ
と
が
規
定
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
選
任
に
つ
い

て
は
同
規
約
第
１
１
条
第
１
項
に
「
管
理
者

及
び
副
管
理
者
は
、
関
係
市
町
の
長
の
互
選

に
よ
り
選
任
す
る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。従

い
ま
し
て
、
管
理
者
等
に
つ
い
て
は
、

関
係
市
町
の
長
の
互
選
の
中
で
、
そ
の
都
度
、

検
討
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

第
３
方
面
で
は
、
重
症
患
者
の
緊
急
手
術
に

対
応
で
き
る
医
療
機
関
が
な
い
こ
と
か
ら
、

３
次
救
急
病
院
に
指
定
さ
れ
て
い
る
順
天

堂
大
学
医
学
部
付
属
静
岡
病
院
へ
の
搬
送

を
基
本
と
し
て
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

警
防
救
急
課
長

救
急
隊
は
、
傷
病
者
に
対
す
る
重
症
度
・

緊
急
度
を
観
察
結
果
に
基
づ
き
判
断
し
て

お
り
、
重
症
度
・
緊
急
度
が
高
い
場
合
に
は
、

３
次
医
療
機
関
で
あ
る
順
天
堂
大
学
医
学

部
附
属
静
岡
病
院
又
は
沼
津
市
立
病
院
に

搬
送
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
長
距
離
の
搬
送
と
な
る
際
は
、
現

在
の
傷
病
者
の
状
態
か
ら
、
安
定
的
な
搬
送

に
耐
え
う
る
か
否
か
を
判
断
し
、
耐
え
ら
れ

な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
迅
速
な
救
急
診
療

の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
寄
の
医
療

機
関
を
選
定
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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第
３
方
面
の
救
急
業
務

の
充
実
に
つ
い
て

山
田
直
志
議
員



救
急
車
が
現
場
到
着
す
る
ま
で
の
空
白
時

間
に
消
防
班
を
出
動
さ
せ
て
初
期
対
応
す
る

等
求
め
た
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

警
防
救
急
課
長

本
消
防
本
部
は
、
平
成
２
８
年
４
月
１
日

の
発
足
か
ら
、
重
症
度
・
緊
急
度
が
高
い
傷

病
者
や
、
交
通
事
故
等
で
二
次
災
害
の
発
生

の
恐
れ
が
あ
る
場
合
な
ど
の
救
急
事
案
に
対

し
、
消
防
隊
が
救
急
隊
の
活
動
を
支
援
す
る
、

い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ａ
連
携
を
運
用
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｐ
Ａ
連
携
の
出
動
基
準
に
該
当
し

な
い
場
合
に
お
い
て
も
、
救
急
隊
の
現
場
到

着
時
間
が
長
く
な
り
、
こ
の
こ
と
に
伴
い
傷

病
者
の
状
態
が
悪
化
す
る
と
予
想
さ
れ
る
場

合
、
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
や
救
急
隊
の
判
断

に
よ
り
、
積
極
的
に
最
寄
り
の
消
防
隊
を
出

動
さ
せ
、
傷
病
者
へ
の
接
触
時
間
の
短
縮
や

必
要
な
救
急
支
援
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

当
組
合
の
救
急
現
場
で
の
蘇
生
拒
否
に
対

す
る
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

警
防
救
急
課
長

現
在
の
と
こ
ろ
、
救
急
現
場
で
の
蘇
生
拒

否
に
対
す
る
法
的
整
備
及
び
全
国
で
の
統
一

し
た
方
針
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

従
い
ま
し
て
、
消
防
法
に
基
づ
き
救
急
業

務
を
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
か
ら
、
対

応
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
書
面
に
よ
る
意
思

表
示
が
あ
る
場
合
や
、
家
族
な
ど
か
ら
蘇
生

を
拒
否
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
掛
か
り

つ
け
医
に
救
急
現
場
に
来
て
も
ら
う
こ
と
が

可
能
で
あ
れ
ば
、
医
師
へ
の
引
継
ぎ
を
実
施

し
、
不
可
能
で
あ
れ
ば
救
命
処
置
を
実
施
し

な
が
ら
搬
送
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
心
肺
蘇
生
を
希
望
し
な

い
と
い
う
傷
病
者
等
の
意
思
と
、
救
命
す
る

と
い
う
救
急
活
動
の
原
則
と
の
狭
間
で
救
急

隊
が
苦
慮
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
に
お
い
て
も
、
国
等
の
動
向
を
注

視
し
情
報
収
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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救
急
現
場
で
の
蘇
生
拒

否
に
対
す
る
方
針
に
つ
い

て

馬
籠
正
明
議
員

議会用語あれこれコーナー

議会では、普段あまりなじみのない専門的な用語が使われます。

このコーナーでは、皆さんに知っていただきたい議会用語について御説明します。

専決処分（せんけつしょぶん）ってなに？

「専決処分」とは、議会が議決しなければならない事項を、組合管理者が代わって意思決定すること

をいいます。時間的に招集を待てない緊急な場合などにできることになっていますが、専決処分の後に、

議会に報告し承認を求める議案の提案が必要です。このほか、あらかじめ議決によって特に指定したも

のは専決処分ができますが、その後議会への報告が必要です。

８月定例議会では、交通事故に係る損害賠償額の専決処分を報告しました。
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区分 増減率平成30年度 平成29年度 増　減

予
算
額

当　　　　　初

補　　　　　正

繰越事業費繰越額

6,069,872

109,911

0

最　　　　　終

調　　定　　額

決　　算　　額

対予算現額収入率

対調定額収入率

不　　用　　額

歳

出

歳

入 不能欠損額

収入未済額

決　　算　　額

執　　行　　率

翌年度繰越額
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分担金及び負担金

組合債

繰越金

繰入金 県支出金

諸収入

使用料及び手数料

財産収入

歳入

歳入合計

61億6,824万4千円

58億844万9千円

668万2千円

1,648万1千円

598万7千円

1,736万6千円2,552万5千円

1億1,345万4千円

1億7,430万円

平成30年度決算審査報告

平成30年度の当初予算額は、6,069,872千円で、こ

れに補正予算額109,911千円を加えた最終予算額

6,179,783千円となっており、前年度に比べ250,659千

円増加している。

歳入について、調定額は6,168,244千円で、前年度

に比べ251,827千円増加しており、決算額及び前年

度増減額もそれぞれ同額である。

収入率は、予算現額に対して99.8％、調定額に対

して100％と、前年度同様の水準で、不納欠損額及

び収入未済額のない良好な状態である。

歳出決算額は、6,044,763千円で、前年度に比べ

241,800千円増加している。

執行率は97.8％で、前年度に比べ0.1ポイント低下

している。

翌年繰越額なし。

不用額は135,020千円（対予算比2.2％）で、前年度

に比べ8,859千円増加している。不用額の主ものは、

職員人件費97,311千円（対予算比1.9％）及び消防施

設費15,987千円（対予算比2.9％）である。

消防費

総務費

公債費
議会費

歳出

歳出合計

60億4,476万3千円

91万8千円
1億6,270万5千円

1億4,074万3千円

57億4,039万7千円

予算執行状況

前年度と比較すると、次のとおりである。 （単位：千円）


